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専門部会の設置について
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委員構成区分No

企画部
鹿児島市

1

都市計画部2

九州運輸局鹿児島運輸支局関係
行政機関

3

鹿児島県4

ＪＲ九州㈱鹿児島支社

公共交通
事業者等

5

(公社)県バス協会6

鹿児島市交通局7

鹿児島市船舶局8

鹿児島市タクシー協会9

鹿児島市道路部道路管理者10

県警本部交通部公安委員会11

鹿児島大学学識経験者12

NPOかごしま市民環境会議公共交通
利用者

13

(一社)県情報サービス産業協会14

ー
公募市民

15

ー16

委員構成区分No

企画部
鹿児島市

1

都市計画部2

ＪＲ九州㈱鹿児島支社

公共交通
事業者等

3

(公社)県バス協会4

鹿児島交通㈱5

南国交通㈱6

ＪＲ九州バス㈱7

鹿児島市交通局8

鹿児島市船舶局9

鹿児島市タクシー協会10

九州地方整備局
鹿児島国道事務所道路管理者11

熊本大学学識経験者12

（公社）鹿児島県観光連盟公共交通
利用者

13

消費生活アドバイザー14

ー公募市民15

委員構成区分No

企画部
鹿児島市

1

都市計画部2

九州運輸局鹿児島運輸支局関係
行政機関

3

鹿児島県4

南国交通㈱
公共交通
事業者等

5

鹿児島市交通局6

鹿児島市タクシー協会7

鹿児島地域振興局建設部道路管理者8

九州産業大学学識経験者9

まちづくり地域フォーラム・
かごしま探検の会

公共交通
利用者

10

ー公募市民11

【コミュニティ交通部会】

所掌：持続可能な交通手段の見直しに
方針に係る協議等

回数：年４回
委員：11名

【ビジョン策定部会】

所掌：ビジョン改定に係る具体的な事項
についての協議等

回数：年４回
委員：16名

【交通ネットワーク部会】

所掌：利便増進実施計画の策定に係る
協議等

回数：年４回
委員：15名

 ビジョンの推進や評価、利便増進実施計画の作成等について、専門的な調査・検討を行うため、３つの専門部
会を設置・開催。

 ビジョン策定部会では、利便増進実施計画や公共交通不便地における持続可能な交通手段の見直し方針の作成
に合わせて、ビジョンを改定するための素案を作成

専門部会の設置について
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第二次鹿児島市公共交通ビジョンについて

(1) 公共交通ビジョンとは
(2) ビジョンの構成
(3) 公共交通ビジョンの位置づけ
(4) 基本理念、基本方針等
(5) 本市地域公共交通網の将来像
(6) 評価指標
(7) 重点戦略、推進事業

資料２



【第二次鹿児島市公共交通ビジョンとは】

第二次鹿児島市公共交通ビジョンについて (1)公共交通ビジョンとは
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本市における公共交通を軸とした交通体系を構築するため、
市民・交通事業者・行政等が一体となって、公共交通の
利便性・効率性の向上、人と環境にやさしい交通環境の
整備など、公共交通の維持活性化に向け取り組むための計画

【計画期間】

Ｒ４年度〜Ｒ１３年度【１０年間】
※５年が経過する９年３月を目処に見直しを行う予定だったが、利便増進実施計画の

策定等に併せ、Ｒ８年７月に改定予定

【対象とする交通機関】

【計画区域】

鹿児島市全域



【公共交通ビジョンの構成】

第二次鹿児島市公共交通ビジョンについて (2)公共交通ビジョンの構成
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「公共交通ビジョン」は、社会経済情勢の変化や、本市の公共交通の現状と課題、まちづくりの方向性、
公共交通のあり方などを踏まえた基本理念とその理念に基づく３つの基本方針、地域公共交通網の将来像、
重点戦略及び推進施策等で構成

計画策定の趣旨等第１章

公共交通をとりまく状況第２章

鹿児島市の公共交通の現状と課題第３章

上位計画等における公共交通に関するまちづくりの方向性第４章

公共交通のあり方（現状と課題のまとめ）第５章

交通政策の基本方向第６章

重点戦略及び推進施策第７章

「公共交通ビジョン」の推進体制第８章

▼目次



第二次鹿児島市公共交通ビジョンについて (3)公共交通ビジョンの位置づけ

6

【公共交通ビジョンの位置づけ】
上位計画である第六次鹿児島市総合計画における基本目標「質の高いくらしを支える快適なまち【都市・交通

政策】」の実現に向け、他の関連する計画と連携しながら、市民・交通事業者・行政等が一体となって取り組む
推進計画であり、「地域公共交通計画」を兼ねた戦略となっている。

【参考】地域公共交通計画とは

地域の移動手段を確保するた
めに、住民などの移動ニーズに
きめ細かく対応できる立場にあ
る地方公共団体が中心となって、
交通事業者等や住民などの地域
の関係者と協議しながら、マス
タープラン（ビジョン＋事業体
系を記載するもの）となるもの。

出典：地域公共交通計画等の作成と
運用の手引き(国土交通省)※R3年度計画策定時の内容

※R6年3月に「かごしまコンパクトなまちづくりプラン」と一体化

※



第二次鹿児島市公共交通ビジョンについて (4)基本理念、基本方針等
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【基本理念、基本方針等】

利便性・効率性の高い、持続可能な交通ネットワークの形成１

安心安全で、人と環境にやさしい快適な交通環境の整備２

活力あるまちづくり推進に向けた公共交通の活用３

 人口減少・少子高齢化が進行し、環境問題が深刻化する中、持続可能な社会の形成に向けて、本市が進めるコン
パクトなまちづくりの実現とこれに向けた交通施策の実施が必要

 グローバル化・ICTの進展等の社会環境を踏まえた対応が重要であり、市民・交通事業者、行政等が共通の目標
のもと一体となり、総合的に取り組むことが不可欠

みんなで支える未来につながる交通ネットワークづくり
基
本
理
念

基
本
方
針



第二次鹿児島市公共交通ビジョンについて (5)本市地域公共交通網の将来像
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【コンパクトなまちづくりに向けた取組】

 H24年、本市では、人口減少・超高齢化社会に対応したコンパクトなまちづくりの実現に向け「土地利用ガイド
プラン※ 」を策定。本市が目指す都市構造として「中心市街地」、「地域生活拠点」等の拠点を設定し、多くの
人が徒歩・自転車、公共交通機関により日常生活が可能となる集約型都市構造を目指す。

 H29年、「土地利用ガイドプラン」に基づく取組を加速させるため、「かごしまコンパクトなまちづくりプラン
（立地適正化計画）」を策定。居住や都市機能の誘導施策・事業に取り組んでいる。
※「土地利用ガイドプラン」は、R6年3月に「かごしまコンパクトなまちづくりプラン」と一体化

出典：かごしまコンパクトなまちづくりプラン（立地適正化計画）

今後のまちづくりのあり方



第二次鹿児島市公共交通ビジョンについて (5)本市地域公共交通網の将来像
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【本市地域公共交通網の将来像】

 コンパクトなまちづくりを実現するためには、「立地適
正化計画」と公共交通分野の個別計画である「公共交通
ビジョン」が両輪となり、緊密に連携した取組が必要

 「公共交通ビジョン」では、各拠点間や区域間を公共交
通で結び、持続可能な交通ネットワークを形成するとい
う考えに立ち、本市の地域公共交通網の将来像を右図の
とおり作成



基本方針１：利便性・効率性の高い、持続可能な交通ネットワークの形成

※目標値は、策定時における公共交通を維持・確保するために本市が支出していた補助金等の額

【評価指標】

第二次鹿児島市公共交通ビジョンについて (6)評価指標
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目標値(R13)目標値(R8)現況値(R6調査)計画策定時内容指標
57,200千人57,200千人49,933千人(R4)63,571千人(R1)公共交通利用者数１
R2年度以下R2年度以下2億8,237万円(R5)2億2,662万円(R2)公共交通資金投入額※２

目標(R13)目標(R8)現況値(R6調査)計画策定時内容指標
964千トン1,040千トン1,074千トン(R2)1,163千トン(H30)運輸部門からのCO2排出量３

目標値(R13)目標値(R8)現況値(R6調査)計画策定時内容指標
3,490千人3,320千人2,946千人(R5)1,702千人(R2)中心市街地宿泊観光客数４

基本方針２：安心安全で、人と環境にやさしい快適な交通環境の整備

基本方針３：活力あるまちづくり推進に向けた公共交通の活用

 「公共交通ビジョン」の推進の目安とするための評価指標及び数値目標は、次のとおり
 目標年次は、１０年後のR１３年度とし、５年後のＲ８年度に中間目標を設定
 評価指標や目標値は、社会経済情勢の変化や関連計画の見直し等を踏まえて、適宜見直しを行うもの



【重点戦略】

第二次鹿児島市公共交通ビジョンについて (7)重点戦略、推進事業
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重点戦略基本方針
各交通手段の適切な役割分担と結節機能の向上１

利便性・効率性の高い、
持続可能な交通ネット
ワークの形成

１
公共交通のサービス水準の向上２
市民・交通事業者・行政等が一体となった公共交通の維持・
活性化３

ＩＣＴを活用した利用しやすい公共交通の推進４

安全・快適な交通施設の整備１
安心安全で人と環境に
やさしい快適な交通環
境の整備

２ 歩きやすいまちづくりの推進２

脱炭素に向けた環境にやさしい交通の推進３

都市景観・観光資源としての公共交通の有効活用１
活力あるまちづくりの
推進に向けた公共交通
の活用

３ 中心市街地のにぎわい創出と活性化を支援する交通環境の整備２

広域交通ネットワークの形成３

「公共交通ビジョン」では、基本方針の実現に向け、１０個の重点戦略を設定



【推進事業】

第二次鹿児島市公共交通ビジョンについて (7)重点戦略、推進事業
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６年度
事業数推進事業重点戦略基本方針

１６基幹交通の効率的な運行、生活路線の維持・確保、交通結節点の機能の充実、
パークアンドライドの推進、サイクルアンドライドの推進

各交通手段の適切な役割
分担と結節機能の向上１

利便性・効
率性の高い、
持続可能な
交通ネット
ワークの形
成

１

１７需要に応じた交通サービスの提供、路線バスや路面電車の定時性、速達性の向上、乗り
継ぎ・乗り換えの円滑化、公共交通案内所等の運営、乗務員の運転技能・接遇の向上

公共交通のサービス水準
の向上２

１７
ターゲットに応じた公共交通の利用促進、モビリティ・マネジメントの推進、公共交通
の維持・活性化に向けた連携、地域等の自主的な取組に対する支援、新たな生活様式に
対応した公共交通サービスの推進

市民・交通事業者・行政
等が一体となった公共交
通の維持・活性化

３

１３ICTを活用した公共交通を利用しやすい環境整備、リアルタイム情報などの提供の充実、
交通分野におけるDX（デジタル・トランスフォーメーション）の研究

ＩＣＴを活用した利用し
やすい公共交通の推進４

１１重点整備地区のバリアフリー化、旅客施設のバリアフリー化、車両等のバリアフリー化、
待合施設の改善、心のバリアフリーの推進

安全・快適な交通施設の
整備１

安心安全で
人と環境に
やさしい快
適な交通環
境の整備

２ ９道路のバリアフリー化、電線類の地中化、駐輪場の適正配置、交通安全施設のバリアフ
リー化、ゾーン30等の整備

歩きやすいまちづくりの
推進２

１４
電気自動車等の環境に配慮した車両の導入、自転車等のマナー向上のための啓発活動の
推進、自転車走行空間の整備推進、シェアサイクルの運営・拡充、道路渋滞の解消に向
けた施策の充実、環境に配慮した交通行動の促進

脱炭素に向けた環境にや
さしい交通の推進３

１７
市電軌道敷緑化の推進、LRT（次世代型路面電車システム）の整備、観光列車の魅力向
上、二次交通の充実、路面電車観光路線の検討、磯新駅の設置に関する取組促進、多言
語案内の充実

都市景観・観光資源とし
ての公共交通の有効活用１

活力あるま
ちづくりの
推進に向け
た公共交通
の活用

３ ３回遊空間づくりの推進、商店街との連携等、商店街の共同施設整備に対する支援
中心市街地のにぎわい創
出と活性化を支援する交
通環境の整備

２

１１鉄道の輸送力の充実、広域道路網等の整備、海上交通網の整備、航空交通網の整備広域交通ネットワークの
形成３

重点戦略の下に具体的な推進施策を設定しており、R６年度は１２８事業を実施

１２８計



鹿児島市の公共交通の現状、課題

(1) 本市の人口と財政
(2) 地域公共交通ネットワークの現状と課題
(3) 公共交通不便地の現状と課題

資料３



鹿児島市の公共交通の現状、課題 (1) 本市の人口と財政
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 本市の人口推移をみると、平成25年までは増加を続け、60.8万人となったが、以降減少に転じており、国立
社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」という。）によると、令和12年には56.1万人、令和22年に
は52.0万人まで減少する予測となっている。

【鹿児島市の人口推移と将来推計】

▼



鹿児島市の公共交通の現状、課題 (1) 本市の人口と財政
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 生産年齢人口（15〜64歳）は 平成 12年の 407,852 人をピークに減少傾向が続いており、また、この年から、
老年人口（65歳以上）が年少人口を上回っている。

 社人研によると、今後も生産年齢人口が減少するとともに、老年人口は増加を続けると予測されており、
令和 22年には、生産年齢人口の割合が53.8％まで減少し、老年人口は35.4％まで増加する。

【鹿児島市の年齢３区分別人口の推移と将来推計】

35.4%

53.8%
67.8%

16.6%

▼

資料：鹿児島市まち・ひと・しごと創出人口ビジョンを基に作成



鹿児島市の公共交通の現状、課題 (1) 本市の人口と財政
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 一般会計当初予算は近年増加傾向にある。
 プライマリーバランスは、厳しい財政状況のなか、可能な限りの公共事業の確保に努めているが、

R7年度は赤字となっており、厳しい財政状況にある。

【本市の財政状況】

資料：鹿児島市令和７年度当初予算の概要
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▼一般会計当初予算の推移
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▼プライマリーバランスの推移

（基礎的財政収支）（百万円）

(1) プライマリーバランスとは、市債を除いた歳入と元金を除いた歳出を 比較した
もので、税収などの通常の収入だけで行政サービスが賄えて いるかを測る指標

(2) 各年度の当初予算時のプライマリーバランス。
（実質的な地方交付税である臨時財政対策債を除いたもの）

（百万円）

人口減少×少子高齢化×厳しい財政状況 持続可能な公共交通政策



3,671 3,851 3,676 3,410 3,130 1,918 1,993 2,368 2,703 

15,877 13,274 10,896 9,506 8,900 5,187 5,247 6,283 6,480 

11,384 12,272 13,873 13,813 13,653 
10,459 10,788 12,082 13,396 

10,188 10,868 10,790 11,074 10,925 

7,845 8,724 9,936 11,000 

49,383 
41,811 40,141 37,681 35,988 

24,642 24,499 
25,688 26,332 

H15 H20 H25 H30 R1 R2 R3 R4 R5

▼鹿児島市内の公共交通利用者数の推移

桜島フェリー タクシー 鉄道 路面電車 路線バス(県内）

鹿児島市の公共交通の現状、課題 (2) 地域公共交通ネットワークの現状と課題

17

路線バスは鉄道や路面電車に比べ、コロナ禍における利用者減からの回復が遅れている。

資料：鹿児島市統計書、九州旅客鉄道株式会社、九州運輸局鹿児島運輸支局業務概況

対 R1比

73％

101％

98％

86％

※鉄道は在来線の値で、H30年度以降、非公表となった上位300位以外の駅を除いた数値
タクシーのH15は旧鹿児島市のみの値

（年度）

73％

【年間利用者数の推移】

90,503

82,076 79,376
75,484 72,597

50,051 51,251
56,356

59,911

（千人）
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1,510
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（便/日）
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3 1

0

50
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200
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5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

（便/時間）

（時台）

 朝夕の時間帯は集中する需要に合わせ、日中に比べて便数を増加させている。
 休日は平日の約3/4程度の利用である。

※休日は、日曜・祝日の便数

▼【平日】時間帯別の便数（あいばす除く） ▼1日あたりの便数（あいばす除く）

※2024年7月時点。あいばす、空港連絡バス、都市間高速バス、一部の通学バスは除いている。
時刻は各便の始発バス停の出発時刻を用いている。

出典：鹿児島市交通局、南国交通、JR九州バスはGTFS-JP、鹿児島交通は時刻表データより作成。

【時間帯別の便数】

鹿児島市の公共交通の現状、課題 (2) 地域公共交通ネットワークの現状と課題
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0

681

4,335
3,989

1,767

1,3591,2471,3441,2841,159
1,382

2,176

2,663
3,008

2,040

1,080

516
178

0
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

（人/時間）

（時台）

 平日は7・8時台の通勤・通学時間帯の利用者が最も多く、次いで17・18時台の帰宅時間帯の利用者が多い。
 休日の利用者数は平日の1/4程度である。

30,208

6,977

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平日 休日

（人/日）

▼【平日】時間帯別の利用者数（鹿児島交通、あいばす除く）
▼1日あたりの利用者数

（鹿児島交通、あいばす除く）

※記録されている降車時刻を用いている。
鹿児島交通、あいばす、空港連絡バス、都市間高速バス、一部の通学バスは除いている。

出典：2024年5月〜6月交通系ICカードデータを拡大処理して算出

※休日は、土曜・日曜・祝日

【時間帯別の利用者数】

鹿児島市の公共交通の現状、課題 (2) 地域公共交通ネットワークの現状と課題
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 １便当たりの利用者数は朝ピークで約46人/便と多く、その他の時間帯は朝ピークの約4割少ない約25人/便。
 休日の1便当たりの利用者数は、平日より約7割少ない。

45.9

35.6

24.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

朝ピーク
7・8時台

夕ピーク
17・18時台

その他

30.3

9.3

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

平日 休日

（人/便）

▼【平日】1便あたりの利用者数
（鹿児島交通、あいばす除く）

▼1便あたりの利用者数 平休比較
（鹿児島交通、あいばす除く）

約69％
少ない

約22％
少ない

約46％
少ない

※休日は、便数は日曜・祝日
利用者数は土曜・日曜・祝日の平均

【１便あたりの利用者数】

鹿児島市の公共交通の現状、課題 (2) 地域公共交通ネットワークの現状と課題
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【質問】運転免許証はお持ちですか？

 運転免許を持っているが運転しない方、運転免許を所有していない・返納した方は各年代で一定割合存在して
おり、40代でも約１割程度が該当。

 免許取得ができない年齢を含む10代では約9割と最も多く、次で80歳代で約6割、次いで20代で約4割、30代で
約2割と高齢の世代だけでなく、若い世代でも自動車等を運転しない層が多い。

【普段の自動車等の運転】

6%

61%

77%

89%

86%

82%

65%

40%

7%

28%

19%

5%

8%

11%

6%

6%

87%

11%

4%

4%

5%

3%

15%

27%

0%

0%

0%

2%

1%

4%

14%

27%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上
運転免許を持ち、普段から自動車や自動二輪車を運転している
運転免許を持っているが、自動車や自動二輪車は運転しない
運転免許は取得していない
運転免許は取得していたが、返納した

ｎ=45

ｎ=54

ｎ=94

ｎ=150

ｎ=179

ｎ=218

ｎ=247

ｎ=124

94%

60%

35%

18%

14%

11%

23%

39%

運転をしない・できない層

アンケート調査

鹿児島市の公共交通の現状、課題 (2) 地域公共交通ネットワークの現状と課題
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鹿児島市内の路線バスを担うバス運転者数は、コロナ禍を含む直近の５年間で２３５名（約３割）の減少

910 903 885 861 857
819

758
702

642 622

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

（人）

（年度当初）

235人（27％）
減少

▼鹿児島市内の路線バス運転者数の推移

【路線バス運転者】

出典：鹿児島市交通局、南国交通（株）、JR九州バス（株）、鹿児島交通（株）へヒアリング結果を鹿児島市が整理

鹿児島市の公共交通の現状、課題 (2) 地域公共交通ネットワークの現状と課題



 現在の路線を維持するのに必要な運転者数は約１割不足。不足する労働力は既存のバス運転者の時間外勤務で
賄われている。

 鹿児島市内の路線バス運転者の年齢構成は高齢者が約30％を占めるほか、60歳〜64歳が18％、50歳代が28％
となるなど年齢層が高い。

運転者数, 
606人, 
91%

不足人数, 
60人, 
9%

必要な運転者数︓計666人

▼鹿児島市内の路線バス運転者数の過不足
（2024年10月時点） 9人, 

2% 18人, 
3%

122人, 
20%

172人,
28%

111人, 
18%

113人, 
19%

60人, 
10%

1人, 
0%

計606人

▼鹿児島市内の路線バス運転者の年齢構成
（2024年10月時点）

高齢者

20歳〜29歳 30歳〜39歳 40歳〜49歳
60歳〜64歳 65歳〜69歳 70歳〜74歳

〜19歳
50歳〜59歳

【路線バス運転者】

出典：鹿児島市交通局、南国交通（株）、JR九州バス（株）、鹿児島交通（株）へヒアリング結果を鹿児島市が整理 23

鹿児島市の公共交通の現状、課題 (2) 地域公共交通ネットワークの現状と課題
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【地域公共交通ネットワークの課題】

● 路線バスの現況

課題１：運転者数の減少を見据えた公共交通網の最適化（①、⑥、⑦、⑧、⑪、⑬）

課題２：公共交通の利便性や連絡性を担保するための路線の再編・見直し（②、⑤、⑥、⑦、⑧、⑨、⑩、⑪、⑫）

① 利用者の減少にコロナ禍で拍車
② 日中や休日に低下する運行効率（１便あたりの利用者数）
③ 路線バスの乗車定員と、実際の利用者数の乖離
④ 既存の公共交通不便地対策と路線バスの運行区間の重複
⑤ 複雑な運行系統

● まちづくりの観点 ⑥ 立地適正化計画との連動（拠点、都市機能誘導区域、居住誘導区域）

＜現状の整理＞

● 市民意見
（アンケート結果）

課題３：各地域の実情に応じた交通手段・運行方法への転換（③、④、⑥、⑬ ）
課題４：分かりやすい情報提供等での利用促進（①、⑤、⑫、⑭）

⑦ 運転しない層の増加で重要性が増す公共交通
⑧ 路線バスの運行時間帯や運行本数に対する不満
⑨ 利用しようと思える運行頻度（少なくとも30分に１便※地域による違いあり）
⑩ 乗り継ぎを行う場合、乗り継ぎ時間や運賃を重視

● バス事業者意見 ⑪ 路線バスの運転者の減少（既に不足が発生し、高い年齢層の方の従事で維持）
⑫ 乗り継ぎを前提としたしくみづくりと乗継抵抗に対する市民理解の必要性
⑬ 限られた運転者による幹線を中心とした路線の維持
⑭ 公共交通の利用啓発

鹿児島市の公共交通の現状、課題 (2) 地域公共交通ネットワークの現状と課題

交通ﾈｯﾄﾜｰｸ
部会で協議



鹿児島市の公共交通の現状、課題 (3) 公共交通不便地の現状と課題

 市では、駅やバス停からの距離や地形、交通弱者人口など、
一定の基準に基づき「公共交通不便地」として16地域を選定

 公共交通不便地における日常生活の交通手段を確保するため、
平成20年度から順次、コミュニティバス「あいばす」等
（12地域）や乗合タクシー（6地域）を運行

【本市の公共交通不便地及び「あいばす」等の運行概要】

決まった経路を運行運行経路

バス停で乗降乗降場所

バス停ごと時刻表に基づく運行（固定ダイヤ型）運行ダイヤ

不要（誰でも利用可能）予約必要性

大人(中学生):150円(小原:160円) 小学生:80円
未就学児:無料 敬老パス:50円 友愛パス:無料

運賃

小型マイクロバス：乗客定員20～23人
ワンボックスカー：乗客定員 9～12人

車両

◆あいばす

◆乗合タクシー
運行経路は決められていない。運行経路

自宅又は指定の乗降ポイント乗降場所

概ねの出発時刻は指定（基本ダイヤ型）
※2時間前までに予約

運行ダイヤ

必要（利用対象範囲居住者限定）予約必要性

150円(未就学児:保護者1名につき1名無料)
※追加降車ﾎﾟｲﾝﾄは、380円～650円

運賃

タクシー車両（乗客定員4人）車両

※路線定期運行

※区域運行

25

▼公共交通不便地
吉田地域

伊敷東部地域

吉野地域

吉野南部地域

郡山地域

松元地域

谷山北部地域

古屋敷地域

谷山地域

小野・伊敷地域

常盤二丁目地域

伊敷西部地域

谷山西部地域
小原地域

谷山南部地域

喜入地域

喜入瀬々串地域

は「あいばす」運行地域
は「乗合タクシー」運行地域
は路線バスを増便し対応

松元平田地域

25



鹿児島市の公共交通の現状、課題 (3) 公共交通不便地の現状と課題

◆AIオンデマンド交通（R5・6年度 谷山地域で実証実験）
公共交通不便地における新たな交通手段として
AIによる効率的な運行を実証する目的で運行

特徴

運行経路は決められていない。運行経路
指定の乗降ポイント乗降場所
ダイヤ無し（非固定ダイヤ型）
※30分前までに予約

運行ダイヤ

必要（利用対象範囲居住者限定）予約必要性
大人:200円 小人:100円
(公共交通不便地⇔公共交通不便地・まちなか)
大人:500円 小人:250円
(まちなか⇔まちなか)

運賃
※R6のみ有償

ワンボックスカー：乗客定員 8人車両

1. 利用者数が少ない
Ｒ5年度あいばすの利用者は１便当たり全地域平均3.6人、各地域2.0人～5.6人

2. 1人当たりの補助金額が高い
Ｒ5年度あいばすの1人当たり補助金額は全地域平均1,382円、各地域726円～

3,218円

3. 運転者不足・運行事業者の確保
高齢化による退職者の増加や新規採用者の減少で年々運転者不足が深刻化
運転者不足等を理由に、一部地域においては、運行事業者がバス事業者からタク

シー事業者に変更

4. 車両の老朽化
適宜修繕等を行いながら走行しているが、一部地域の車両は、購入から10年以上

が経過

5. 運行ルートの長大化
地域によっては、あいばすの運行ルートが長大化（最長53km）
１便当たりの所要時間が長い（最長約128分）

内容年度

・あいばす利用者アンケート（～R6）R4

・AI オンデマンド交通の実証実験(無償)
・利用状況等調査
・公共交通不便地における

持続可能な交通手段調査検討会の開催（～R6）

R5

・AI オンデマンド交通の実証実験(有償)
・交通手段に関するアンケート
・第１回地域懇話会の開催

⇒見直し手法・方針の検討

R6

地域の実情に合わせた持続可能な交通手段の調査検討
（住民ニーズ・費用対効果・公共交通への影響等を踏まえ検討）

ＡＩオンデマンド
交通実証実験 利用状況等・住民ニーズの基礎調査

〔検討体制〕
・公共交通不便地における持続可能な交通手段調査検討会(〜R6)
・公共交通ビジョン協議会コミュニティ交通部会(R7〜)

【公共交通不便地における持続可能な交通手段調査検討事業】

地域の実情に合わせた持続可能な交通手段への見直し

 「あいばす」は、利用者数が少ないなど課題があることから、Ｒ5年度からAIオンデマンド
交通の実証実験を実施するなど、地域の実情に応じた交通手段となるよう調査検討を実施中

 Ｒ７年度に見直し方針を作成する予定

【あいばすの課題】 【これまでの調査・検討状況】
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Ｒ８年度公共交通ビジョンの改定について

(1) 改定の趣旨とポイント
(2) 今後の予定

資料４



【改定の趣旨とポイント】

Ｒ８年度公共交通ビジョンの改定について (1)改定の趣旨とポイント

28

利便増進実施計画や公共交通不便地における持続可能な交通手段の見直し方針の作成に合わせて、現行ビジョン
を改定し、持続可能な交通ネットワーク形成に向けて、より実効性のある計画として作成

公共交通ビジョン改定素案の作成

①計画体系の検討
ネットワーク再構築、公共交通不便地見直し方針の反映

②現行計画の取組と達成状況の評価
③現状、課題の整理及び将来像等の作成

移動実態調査の結果をもとに現状を整理し、課題を整理
④地域公共交通の網形成に関する施策等

利便増進実施計画及び公共交通不便地見直し方針の内容を踏まえ、
事業内容等を整理
⑤改定素案の作成 など

利便増進実施計画素案の作成
公共交通不便地における持続可能な

交通手段の見直し方針の作成
連携

※現行ビジョンの計画期間はＲ４年度から１３年度までの１０年間で、
５年が経過する９年３月を目処に見直しを行う予定だったが、
今回の利便増進実施計画の策定等に併せ、Ｒ８年７月に改定する予定

ビジョン
策定部会で

協議



３月２月１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月Ｒ７年度

ビジョン改定業務

ビジョン策定部会

ビジョン協議会

●第２回（8月頃）
・計画体系の確認
・推進施策取組状況の確認

●第３回（11月頃）
・基本理念、基本方針、重点戦略等の確認
・推進施策見直し内容の確認
・評価指標の目標設定等

●第４回（1月頃）
・ビジョン改定素案について
・パブリックコメントの実施について

ビジョン改定素案作成業務

●第１回（6/6）
・第二次鹿児島市公共交通ビジョンについて
・鹿児島市の公共交通の現状、課題

●第２回
（11月頃）

●第３回
（1月頃）

●第４回
（２月頃）

●第１回
（6/6）

・計画体系の見直し
・記載内容に関する時点修正
・推進施策の取組状況等の確認
・基本理念、基本方針、評価指標等に関する確認

・最終調整

Ｒ８年度公共交通ビジョンの改定について (2)今後の予定
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【今後の予定】


